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東
金
市
消
防
団
第
七
分
団
第
二
部
三
班

（山
田
・
滝

・
丹
尾

・
季
美
の
森
東
班

東
金
市
操
法
大
会
‐
優
勝
　
山
武
支
部
操
法
大
会
‐
三
位
入
賞

六
月
三
日

（
日
）
に
東
金
文
化
会

館
駐
車
場
で
、

二
年
に

一
同
開
催
さ

れ
る
、
東
金
市
消
防
操
法
大
会
に
お

い
て
、

第

七
分

団
第

二
部

第

二
班

（
山
田

・
滝

・
丹
尾

・
季
美

の
森
東

班
）
が
日
頃

の
練
習

の
成
果
を
見
事

に
発
揮
し
、
自
動
車
ポ

ン
プ

の
部
に

お
い
て
優
勝
し
ま
し
た
。

第
七
分
団
第
二
部
第
二
班

（山
田

・

滝

ｏ
丹
尾

・
季
美

の
森
東
班
）
は
東

金
市

の
代

表

と

し

て
六

月

二
四

日

（
日
）
に
蓮
沼
海
浜
公
園

で
開
催
さ

れ
る
山
武
支
部
消
防
操
法
大
会
に

▲優勝旗・優勝盾と7分団 2部 3班の皆さん

出
場
す
る
た

め
連

日
猛

訓

練

に
励

み
、

消
防
団
本
部
、

七

分

団

の
他

班

、

地

区

の

皆

様

の
ご

協

力

の
も

と

、

山

武

支

部

大

会
に
お

い
て
見
事
二
位
入
賞
を
果
た

し
ま
し
た
。

こ
れ

か

ら

も

消

防

団

は

地

域

防

災

の

要

（か
な
め
）

と

し

て
努

力

を

し

て
ま

い

り
ま
す

の
で
、

地
域

の
皆

様

の
ご

理
解

、

ご
協
力

の
程
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し

上
げ
ま
す
。

（消
防
後
援
会
）

五
月
一
三
日

（日
）
丘
山
公
民
館
で
、

初
期
消
火
訓
練
と
し
て
、
消
防
署
よ
り

水
消
火
器
三
本
を
お
借
り
し
、
消
防
後

援
会
役
員
の
指
導
の
も
と
、
水
消
化
器

を
使
っ
て
、
消
火
器
の
使
用
体
験
を
さ

せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。

自
宅
に
消
火
器

を
設
置
し
て
い

る
家
庭
は
多
い

の
で
す
が
、
実

際
に
使
用
し
た

経
験
の
あ
る
方

は
少
な
く
、
参

加
者
か
ら
は
貴
重
な
体
験
が
で
き
た
と

の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

初
期
消
火
の
対
応
次
第
で
大
き
な
火

災
を
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、

東金市マスコットキャラクター  とつち―



と
納
税
」
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
当
年
度
分
の
確
定
申
告
や
ワ

ン
ス
ト

ツ
プ
税
制

の
対
象
と
す
る
に

て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
東
金
市

の
ふ
　
は

一
二
月
二
五
日
頃
ま
で
に

「
ふ
る

ふるさと納税つてご知ですか?―ら、るさと納税は、自治体への寄附のことです。自治体に対する寄附金につい
ては、一定上限のなかで寄附額のうち2,000円を超える音「分について、個人住民税と所得税から控除・還付を受

けることができます。控除・還付を受けるには、確定申告また|お、るさと納税ワンストップ特例の申請をする

ことが必要です。
~東
金市では「ふるさと納税 (寄附)」 の「使い道」に “地区 (ふるさと)の 自治活動を応援したい"と
いう寄附者の意思を尊重する為に寄附金の 5割に相当する額を指定された地区へ交付し、支援するとい
う「自治活動活性化促進事業」があります。つまり「丘山地区」を指定して、ふるさと納税をしていた
だきますと、寄附金の約5割が各種団体活動や協働事業等の丘山振興会事業活動資金として配分され、よ
り「丘山地区」が元気になれるのです。

総
務
省
か
ら
の
指
導
に
よ
り
、
還

元
率

（
返
礼
品
の
代
金
）
が
下
が

つ

る
さ
と
納
税
返
礼
品
は
地
元
産
品
の

充
実
を
図
り
、
さ
ら
に
人
気
飲
食
施

設

の
お
食
事
券
な
ど
も
加
わ
り
ま
し

た
。
平
成

二
九
年
度

は
、
東
金
市
在

住
以
外

の
方
が
、

「
ふ
る
さ
と
納
税
」

の
使
い
道
と
し
て
、

「
丘
山
地
区
に
寄

附

（自
治
活
動
活
性
化
促
進
事
業
と

を
選
択
し
て
く
だ
さ
り
、
合
わ
せ
て

七
万
円
の

「寄
附
金
」
を

い
た
だ
き

ま
し
た
。

（東
金
市
か
ら
の
交
付
額
は

お
礼

の
品
代
や
送
料
相
当
額
等

の
必

要
経
費
を
差
し
引

い
た
三
万
五
千
円

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
）

丘
山
地
区
の
自
治
活
動
団
体
で
あ

る

「
丘
山
振
興
会
」

で
は
、

こ
の
交

付
金
を
平
成
三
〇
年
度

の
丘
山
振
興

会
活
動
資
金

の

一
部
と
し
て
、
有
効

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
、
東
金
市
在
住

の
市

民
が
直
接
、
東
金
市

へ
の

「
ふ
る
さ

さ
と
納
税
」
し
て
い
た
だ
き
た

い
と

思

い
ま
す
。
ま
た
納
税
返
礼
品
に
は

東
金
な
ら
で
は
の
季
節
限
定
品
が
あ

る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
早
い
時

期
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
確
認
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
ｃ

夏
休
み
や
旧
盆
で
帰
郷
さ
れ

て
い

る
皆
さ
ん
の
ご
親
戚
や
友
人
、
職
場

の
同
僚

の
方

で
、
東
金
市
在
住
以
外

の
方
に

「東
金
市

へ
の
ふ
る
さ
と
納

税
」
を
お
薦
め

い
た
だ
き
、
使

い
道

と
し
て

「丘
山
地
区
に
寄
附

（自
治
活

動
活
性
化
促
進
事
業
と

を
ご
選
択

い

た
だ
き
、
お
礼

の
品
と
し
て
、
東
金

産

の
味
覚
や
お
食
事
等
を
楽
し
ん
で

い
た

だ

け

る

よ

う

ご

案

内

く

だ

さ

い
。

スマートフォンからも簡単にできます !

ふるさと納税サイト「ふるさとチョイス」からふるさと納税していただくのが便利です。

「寄附金の使い道を選ぶ」のところで[8斤 山地 区に寄 Bf・fl
(自 治活動活性化促進事業)を選択してください。
寄附金のお支払い方法はクレジットカード又は納付書による金融機関への払込みです。
(「納付書」選択の場合は東金市役所から納付書が送付されます)

※従来通りの方法でも「ふるさと納税」ができます。
東金市役所総務部財政課管財係 電話 :0475-50-1208

▲スマホ用ORコ ー ド
の方はORコ ーードから



「ふるさと納税」で丘山地区をますます元気に
市民提案型事業「丘山振興応援隊」や子ども会育成会、体協、消防後援会等の

地元活性化活動の「丘山が元気になる」補助金として有効活用されま九

東金市のふるさと納税「返礼品」も地元産品が豊かになりました !

【らもさと納税お礼品】らもさと納税(寄附)された金額に応じてお選びいただけ討 。

●10,000円以上15,000円未満の寄附の場合の返礼品の一例一-19種類の中から選べます

採れたて新鮮 !野菜BOX

東金や近郊産の旬の野菜を

たつぷり詰めてお届け

最高級韓国産唐辛子で漬け 東金のラーメンの銘店の味 道の駅 。みのりの郷東金の

込んでいます。 を4人前セットで 人気シ
゛
ェラートを5種類×2個

●15,000円 以上20,000円 未満の寄附の場合の返礼品の一例一-13種類の中から選べます

富子のキムチセット ぐうラーメンセット 厳選素材ゾェラート10個セット

●20,000円 以上-8種類等、高額のふるさと納税は25種類

東金産コシ助り(10kg)     ヒ
゜
リリピー7カレく中幸)

東金市家之子産のこしひか 1袋200g× 20食

り精米済10kg       上原食品東金工場製造

八鶴亭一ランチペア食事券

家康公ゆかりの人鶴湖を眺めな

がら、国の登録有形文化財での

ミニ会席を楽しめます。

(2万円以上)

千葉アクアメロン(1個 )

1ヨ三――-1.5kgル人_L

東金市のふるさと納税の返礼品も昨年までより

さらに充実 しました。地元産品と八鶴亭さんや

竹田屋さん等のお食事券も加わりました。

また、シーズン限定の返礼品が出てくるかも…

詳しくは東金市のホームページ又はふるさとチョ

イスで 「東金市」で検索してみてください。

地ビール8本切ト

九十九里オーシャンヒ―゙ル等千葉

県産の地ビールセット

ヽ  こ

20187月 現在



・丘
山
振
興
会
総
会
開
催

四
月
二
二
日

（
日
）
丘
山
振
興
会
総

会
が
実
施
さ
れ
、
平
成
二
九
年
度

の
事

業

・
決
算
報
告
と
三
〇
年
度

の
事
業
計

画
、
予
算
、
新
役
員
人
事
を
審
議
い
た

だ
き
、
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新
役
員
と
し
て
、
鈴
木
祥
昭
会
長
以

下

一
三
名
の
方
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
植
竹
英
雄
氏
は
六
年
間
の
長
き

に
渡
り
、
丘
山
振
興
会
長
と
し
て
ご
尽

力

い
た

だ

き
ま

し
た

が
、

今

総

会

を

以

て

勇

退
さ

れ

ま

し
た
。

今

後

は
特

別
顧

問

と

し

て
、

振

興
会

の
発

展
に
助
言
い
た
だ
き
ま
す
。

丘 山 振 興 会 総 会 議 案

圧山振興会

緋
琲

六
月
二
日

（土
）
、
平
成
二
九
年
度

東
金
市
市
民
提
案
型
協
働
事
業

の
報
告

会
が
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
実
施
さ
れ
、

丘
山
地
区
の
二
事
業
を
含
む
四
事
業

の

報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

「花

い

っ
ぱ

い
運
動
」
と

「
丘
山
振

興
応
援
隊
」
の
二
事
業
の
報
告
に
対
し
、

副会長 義光 浅雄 (丘の街区長・丘山区長会長)   |
1    林 好昭  (協働事業実行委員会委員長)

障

計  塚田 雅洋 (丘山消防後援会長)
長嶋 渡  (滝区長 )

記

貝

安川 浩一 (協働事業実行委員会副委員長 )
鶴岡 俊幸 (丹尾区長)
清宮 茂  (子 ども会支会長 )
青木 武 (小野区長・丘山地区社会福祉協議会長 )
早間 三喜男 (季美の森東区長 )
谷合 敬  (山 田区長 )
清高 (防犯組合丘山支部長 )

滝光 体育協会丘山支部長 )

「丘
山
振
興
応
援
隊
」
は
振
興
会
だ
よ

り
の
発
行
に
加
え
実
施
し
た

「
丘
山
歴

史
を
訪
ね
て
歩

こ
う
会
」
や

「
里
山
散

策
と
野
草
カ
レ
ー

の
会
」
等

の
行
事
が

高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

「花

い

っ
ば

い
運
動
」
は
東
千
葉
メ

デ

イ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
と
国
道
沿

い
を
通

年
で
整
備
し
た
こ
と

へ
の
高

い
評
価
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
国
道
沿

い
の
み
を
整
備
す
る
こ
と
に
対
し
、
惜

し
む
声
も
あ
り
ま
し
た
が
、
通
年
整
備

の
継
続
に
高

い
期
待

の
声
を
審
査
委
員

の
方

々
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。

①

協
働
事
業

の

一
環
で
今
年
度
か
ら

実
施

の

「匠
セ
ミ
ナ
ー
」
が
六
月
十
日

（
日
）
、
第

一
回
日
と
し
て

「
ク
ル
ー

ズ
旅
行

の
選
び
方

・
楽
し
み
方
」
講
座

を
油
井
地
区
在
住

の
ク
ル
ー
ズ

コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
の
方
に
約
九
十
分
、
ＤＶＤ
画
像

を
交
え
な
が
ら
実
施

い
た
し
ま
し
た
。

大
手
通
販
会
社

の
商
品
に
も
な
る
く
ら

い
の
ブ
ー
ム
の
ク
ル
ー
ズ
旅
行
で
す
が
、

失
敗
し
な
い
選
び
方
、
楽

し
み
方
を
レ
ク
チ
ヤ
ー
し

て
い
た
だ
き
、
定
年
後
の

夢
が

一
つ
増
え
た
と
い
う

方
も
い
ま
し
た
。

）

/ --i. ----- ------------..<r.r.a,4------ h
::::::,:: .,i:r.:'.'.:..t:::::::::::

②
六
月

一
六
日
（土
）
気
温
１７
度
、

小
雨
混
じ
り
の
中
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
き
が
ね

ウ
オ
ツ
チ
ン
グ
さ
ん
に
、
案
内
し
て
い

た
だ
き
、
二
回
目
の

「匠
セ
ミ
ナ
ー
」

と
し
て

「
ほ
た
る
観
賞
会
」
を
実
施
し

ま
し
た
。

油
井
地
区
の
前
後
谷

（ぜ
ん
ご
や

つ
）

と
い
う
、
山
す
そ
の
エ
リ
ア
で
、
地
主

さ
ん
と
協
力
し
て
、
整
備

・
保
護
活
動

し
て
い
る

エ
リ
ア
（
ビ
オ

・
ト
ー
プ
）

で
、
暗
闇
に
包
ま
れ
る
ま
で
、
待

っ
て

か
ら
の
観
察
開
始
と
な
り
、
約
１
時
間

程
、
あ
ぜ
道
を
歩
き
ま
し
た
。

こ
の
気
温
、
天
候
な
ら
厳
し
い
か
な

あ
？
と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
が
、

暗
闇
に
包
ま
れ
、
最
初
の

「ゲ
ン
ジ
ば

た
る
」
が
見

つ
か
る
と
、
幻
想
的
な
ヒ

カ
リ
と
舞
が
あ
ち
こ
ち
で
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
参
加
者

の
方
か
ら
は
、

自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
こ
ん
な
近
く

に
、
自
然

の

「
ほ
た
る
」
が
生
息
し
て

い
る
こ
と
に
感
動
さ
れ
て
い
ま
し
た
。



協
働
事
業

一お
か
や
ま
振
興
応
援
隊
」

の

一
環
で
、
国
道
‐２６
号

の
小
野
交
差
点

付
近
で

「花

い
っ
ぱ

い
運
動
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
東
金

の
玄
関

口
と
も
言

え
る
場
所
と
東
千
葉
メ
デ

ィ
カ
ル
セ
ン

タ
ー
バ
ス
停

の
フ
ラ
ワ
ー
ポ

ッ
ト
を
五

月

一
三
日

（
日
）
、
農
家

の
方

の
ご
協

力

の
も
と
、
固
く
な

っ
た
花
壇

の
土
を

耕
運
機
で
耕
し
て
い
た
だ
き
、
夏

の
花

で
あ
る
ベ
ゴ

ニ
ア

・
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド

苗
を
約
五
〇
〇
株
植
栽
し
ま
し
た
。

一

今
年
は
早
々
と
梅
雨
明
け
し
ま
し
た
。

丘
山
小
学
校
前
の
歩
道
橋
下
の
花
壇
は
、

乾
燥
し
や
す
く
、
ま
た
近
く
に
水
源
が

な
く
水
や
り
に
苦
慮
し
て
い
ま
し
た
の

で
、
七
月
上
旬
に
大
型
の
貯
水
バ
ケ
ツ

を
設
置
し
ま
し
た
。

学
校
帰
り
、
お
勤
め
帰
り
に
水
筒
又

は
飲
み
終
わ

っ
た
ペ

ツ
ト
ボ
ト
ル
に
水

道
水
を
入
れ
て
来
て
、
こ
ち
ら
に
貯
水

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
お
願
い
し
た
と

こ
ろ
、
学
校
帰
り
の
子
ど
も
た
ち
を
中

心
に
毎
日
貯
水
に
ご
協
力
い
た
だ

い
て

い
ま
す
。
ま
た
、
夏
に
な
り
雑
草
の
伸

び
が
早
い
の
で
す
が
、
早
朝
、
各
区
の

区
長
さ
ん
や
団
体
長
さ
ん
が
除
草
し
て

く
だ
さ

つ
て
い
ま
す
。

ご
協
力

い
た
だ

い
て
い
る
皆
さ
ん
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

七
月

一
六
日

（
日
）
家
徳
グ

ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た

「市
民

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
に
出
場

し
ま
し
た
。
炎
天
下
の
中
、
見

事

「優
勝
」
し
、

「ま
だ
ま
だ

若

い
も
の
に
は
負
け
ん
」
と
中

年
パ
ワ
ー
が
炸
裂
し
て
い
ま
し

た
。
（丘
山
体
協
）

七
月
二

一
日

（土
）
、
恒
例

の

「季
美

の
森
東
二
丁
目
夏
祭

り
」
が
さ
く
ら
公
園
で
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
夕
刻
か
ら
は
涼
し

い
風
も
吹
き
、
多
く

の
方
が
夏

の
夜
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

第2回 植栽の実施 (秋編)
秋から冬、春にかけて長い期間、咲き続ける「ビオラ」を中心に、約500株の

花苗と春にいろんな色が楽しめるチューリップの球根の植付けを実施します。

爽やかな秋空のもと、軽く汗を流しにお手伝いいただけませんか ?

●日時 :10月 28日 (日 ) 午前 9時 30分～ 11時 15分
●集合 :丘山公民館   ●場所 :国道126号線沿い

(上 り :丘山小学校バス停付近 0下 り :丘山小学校前歩道橋下 )

●内容 :夏の花 (ベゴニア・マリーゴール ド)か ら、冬の花 (ビオラ等 )
草取 り・施肥・石拾い

●募集人員 :30名 (小学生以上 :但 し、小学生は保護者同伴 )

●申込み :丘山公民館まで 電話0475-54-1770(申 込み締切 =10/25(木 )

への植替え



丘
山
台

の
通
称

「
工
業
団
地
」
に

は
、
３４
社

の
企
業
が
平
成
六
年
頃
か
ら

進
出
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
回

か
ら
各
企
業
さ
ん
を
紹
介
し
て
ま
い
り

ま
す
。

当
社
は
平
成

一
二
年
七
月
に
設
立
さ

れ
平
成

一
五
年
に
現
在
の
場
所
に
移
転

し
て
参
り
ま
し
た
。
社
名
が
示
す
通
り
、

当

社

は

ナ

チ

ュ
ラ

ル

チ

ー

ズ

を

粉

体

加

工

し

て

い

る

会
社
で
す
。

販

路

は

全

国

の

レ

ス

ト
フ
ン
チ
エ
ー

ン
店

や

コ

ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
ー
、

ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
等
と
な
り
ま
す
の
で
、
読

者

の
皆
様
も
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
当
社

の

製
品
を

一
度
は
口
に
さ
れ
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

千
葉
東
テ
ク
ノ
グ
リ
ー

―
ク
進
出
企
業
紹
介

イ
タ
リ
ア
か
ら
輸
入
さ
れ
る
硬
質
チ
ー

ズ
を
輸
入
商
社
か
ら
買
い
付
け
し
て
加

工
を
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
加
工
数
量

は
現
在

の
と
こ
ろ
日
本

一
と
自
負
し
て

お
り
ま
す
。

パ
ス
タ
料
理
等
に
振
り
か
け
る
粉
チ
ー

ズ
の
販
売
量
日
本

一
を
目
標
と
し
な
が

ら
社
業
を
通
じ
て
地
域
社
会

の
貢
献
に

少
し
で
も
寄
与
し
て
参
り
た
い
と
社
員

一
同
活
動
し
て
い
ま
す
。

Ｔ
Ｔ
Ｃ
株
式
会
社

（
旧
　
株
式
会
社

コ
ン
サ
イ
ス
）
は
、
昭
和
二
九
年
七
月

に
、
円
形
計
算
尺
の
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、

東
京
都
江
戸
川
区
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
旅
行
用
品
、
皮
革
製
品
、
デ

ザ
イ
ン
用
品
、
ブ

ッ
ク
カ
バ
ー
、
ペ
ン

ケ
ー
ス
な
ど
、
多
岐
に
渡
る
商
品
を
企

画

・
製
造
し
、
日
本
全
国
と
、　
一
部
海

外

へ
の
出
荷
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。

東
金
物
流
セ
ン
タ
ー
は
、
会
社
の
新

た
な
物
流
拠
点
と
し
て
、
平
成
二
六
年

年
四
月
に
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
し
た
。

国
内

・
海

外
か
ら
の
商

品
の
入
荷
受

付
、
発
送
、

流
通
加
工
等

の
業
務
を
、

最
新

の
物
流

シ
ス
テ
ム
を

活
用
し
、
約

四
〇
名
の
従

業
員
で
行

っ

て
お
り
ま
す
。
丘
山
台
は
、
交
通
ア
ク

セ
ス
が
良
く
、
四
季
折

々
の
季
節
を
感

じ
ら
れ
る
、
素
晴
ら
し
い
環
境
だ
と
実

感
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、
社
業
を

通
じ
、
地
域

の
発
展
に
貢
献
し
て
参
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

東
千
葉
メ
デ

ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
は
、

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
て
２４
時

間
、
三
六
五
日
の
救
急
医
療
の
提
供
を

行
う
地
域
中
核
病
院

で
す
。
現
在
は
、

総
合
診
療
科
、
消
化
器
内
科
、
神
経
内

科
、
呼
吸
器
内
科
、
循
環
器
内
科
、

代
謝

・
内
分
泌
内
科
、
小
児
科
、
外
科
、

心
臓
血
管
外
科
、
整
形
外
科
、
脳
神
経

外
科
、
形
成
外
科
、
皮
膚
科
、
産
婦

人
科
、
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
、
放

射
線
科
、
麻
酔
科
、
精
神
科
、
歯
科

口

腔
外
科
、
救
急
科

・
集
中
治
療
部
の
計

二
〇
診
療
科
体
制
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

ま

た

、

地

域

災

害

拠

点

病

院

と

し

て

、

災

害

時

に

そ

の

機

能

を

十

分

に

発

揮

で

き

る
よ
う
に
、

平
時
に
お
い
て
も
、
緊
急
時
に
お
け
る

連
絡
体
制
の
確
保
、
医
療
物
資
等
の
備

蓄
、
災
害
医
療
訓
練
を
行
う
な
ど
、
災

害
医
療
に
対
応
可
能
な
体
制
を
整
備
し
、

地
域

の
皆
様
に
安
心

・
信
頼
さ
れ
る
病

院
を
目
指
し
て
い
ま
す
。



村
民
の
側
に
も
、
大
き
く
変
化
し
た

生
活
の
現
実
に
対
応
し
て
、
親
の
子
に

対
す
る
基
礎
学
力

へ
の
関
心
が
高
ま
り
、

寺
子
屋
教
育

の
内
容
の
強
化
的
側
面
が

村
共
同
体
の
自
主
的
規
制
、　
つ
ま
り
村

掟
の
機
能
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
子

弟
双
方
の
要
求
に
合
致
し
て
存
在
を
促

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
以
上
の

こ
と
か
ら
、
生
活
に
密
着
し
た
実
用
的

な
事
柄
を
、
し
か
も
個
人
の
長
所
を
見

極
め
て
指
導
す
る
と
い
う
こ
と
は
教
育

の
原
点
と
も
い
う
べ
き
す
ば
ら
し
い
こ

と
で
、
現
在

の

「生
活
科
」

「総
合
的

な
学
習
」

「個
性
を
伸
ば
す
教
育
」
に

通
ず
る
も
の
が
あ
り
、
前
述
の
よ
う
な

教
育

の
普
遍
的
な
も
の
を
如
実
に
示
し

て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

師
弟
関
係
を
見
る
と
、
師
匠
に
は
①

他
地
方
か
ら
名
主
や
富
一象
等
を
訪
ね
移

住
し
て
き
て
、
請
わ
れ
て
教
え
た
者
、

②
病
弱
で
農
業
等
の
生
業
に
従
事
出
来

な
い
者
、
③
土
地
所
有
高
が
少
な
く
、

農
業
経
営
で
は
生
活
維
持
の
困
難
な
者
、

④
余
業
と
し
て
本
業
の
片
手
間
に
教
え

て
い
た
が
、
生
徒
数
が
増
え
た
た
め
専

業
に
な

っ
た
者
、
等
が
な

っ
て
い
ま
し

一

た
が
、
寺
子
屋
の
増
加
に
伴

っ
て
師
匠

の
需
要
も
多
く
な

っ
て
い
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
極
め
て
簡
便
に
で
き
る

職
業
で
し
た
の
で
、
生
活
の
た
め
に
師

匠
に
な

っ
た
者

の
中
に
は
質
の
上
で
い

ろ
い
ろ
と
問
題
も
あ
り
ま
し
た
。
例
え

ば
、
漢
字
を
間
違
え
て
教
え
た
り
、
昨

日
ま
で
魚
菜
商
で
あ

っ
た
者
が
今
日
は

手
習
師
と
姿
を
変
え
た
り

（そ
の
こ
と

自
体
は
問
題
な
い
で
す
が
）
、
芸
術

の

不
習
熟
者
が
芸
術
を
教
え
た
り
、
ま
た

今
で
は
問
題
に
も
な
ら
な
い
女
性
の
指

導
者
に

つ
い
て

「女
筆
指
南
も
多
し
、

只
事
に
あ
ら
ず
」
な
ど
と
言
わ
れ
て
い

た
こ
と
が
記
録
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
生
徒

の
方
は
み
な
意
欲
を

も

っ
て
師
匠
を
尊
敬
し
て
指
導
を
受
け

て
い
ま
し
た
。
そ
の
証
拠
に
、
各
地
に
、

寺
子
屋
に
学
ん
だ
筆
子

（生
徒
）
が
後

年
読
み
、
書
き
の
上
達
を
感
謝
す
る
た

め
に
建
て
た
寺
子
屋
教
育

の
記
念
碑
と

い
う
べ
き
筆
子
中

（多
く
は
神
社
の
境

内
に
石
宮
と
し
て
建
て
ら
れ
、
側
面
に

生
徒
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
）
と
い
う
の

が
残
さ
れ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。
師
匠

が
生
徒

一
人
ず

つ
の
個
性
を
知
り
尊
重

す
る
の
で
生
徒
も
積
極
的
に
勉
学
の
意

欲
が
起
こ
る
、
と
い
う
関
係
で
師
弟
関

一

係
が
極
め
て
良
好
だ

っ
た
こ
と
の
証
だ

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
も
寺
子
屋
が
少
人

数
制
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
し
ょ
う
。

一
方
、
他
県
の
例
で
す
が
、
こ
う
し

た
裏
で
貧
農
層
の
家
で
は

「夫
婦
苦
労

し
て
働
い
て
も
、
な
お
寒
さ
や
飢
え
か

ら
免
れ
ら
れ
ず
、
今

の
生
活
に
窮

々
と

し
て
、
七
～
人
歳
の
子
供
に
牛
馬
の
飼

育
を
さ
せ
た
り
、
落
葉
を
集
め
さ
せ
た

り
、
小
使
や
子
守
に
使

っ
た
り
し
て
寺

子
屋
に
通
わ
せ
る
こ
と
な
ど
と
て
も
で

き
な
い
」
と
い
う
状
況
も
あ

っ
た
こ
と

が
記
録
に
残

っ
て
い
ま
す
。

近
代
教
育
の
は
じ
ま
り

幕
府
を
倒
し
て
王
政
復
古
の
宣
言
の

名
の
も
と
に
成
立
し
た
明
治
新
政
府
は
、

抜
本
的
な
社
会
変
革
に
着
手
し
ま
し
た
。

開
国
政
策
の
堅
持
を
諸
外
国
に
通
告
し
、

欧
米
列
強
の
圧
力
に
対
峙
し
て

一
国
の

独
立
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
欧
米
に

模
し
て
国
内
の
制
度
と
文
化
を
近
代
化

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
の
で
す
。

そ
の
代
表
た
る
教
育
政
策
は
、
欧
米
の

教
育
制
度
を
モ
デ

ル
に
始
め
ら
れ
ま
し

た
。
明
治
四
年
七
月
に
文
部
省
が
設
置

さ
れ
、
新
進
有
為
の
洋
学
を
学
ん
だ
人

材
を
集
め
て
基
礎
固
め
が
な
さ
れ
、
翌

五
年
八
月
に
学
制
が
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の

「学
制
序
文
」
で
は
、
従
来
の
封

建
制
下
の
教
育

の
在
り
方
を
強
く
批
判

し
て
、
個
人
主
義
、
実
学
主
義
な
ど
の

教
育
を
標
榜
し
、
基
礎
的
な
学
校
教
育

を
す
べ
て
の
人
々
に
付
与
し
よ
う
と
す

る
制
度
構
成
と
、
そ
れ

へ
の
民
衆

の
自

発
的
参
加
を
促
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

本
文
で
は
、
全
国
を
大
学
区

。
中
学
区

。

小
学
区
に
分
け
、
各
学
区
に
大
学
校

。

中
学
校

。
小
学
校
を
設
置
す
る
こ
と
を

計
画
し
ま
し
た
が
、
計
画
通
り
に
は
実

施
さ
れ
ず
、
明
治

一
二
年
教
育
令
の
制

定
に
よ
り
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
後
幾
度
も
の
改
革
を
経
て
世
界
有

数
の
就
学
率
と
識
字
率
、
中
高
等
教
育

の
普
及
は
現
状
の
と
お
り
で
す
。

寺
子
屋
に
見
ら
れ
る
庶
民
層
に
お
け

る
学
習
の
意
欲
の
台
頭
と
そ
の
蓄
積
と

が
、
明
治
維
新
以
後
の
近
代
教
育

の
広

範
か

つ
急
速
な
普
及
を
可
能
に
さ
せ
た

社
会
的
条
件
に
な

っ
た
の
で
す
。

つ
ま

り
、
現
在

の
公
教
育

の
原
点
と
な
る
最

大
の
理
由
だ
と
思
い
ま
す
。
繰
り
返
し

に
な
り
ま
す
が
、
為
政
者
か
ら
の
強
制

で
は
な
く
、
庶
民
自
ら
日
常
の
社
会
生

活
上
必
要
な
知
識
や
実
践
力
の
習
得
の



為
に
師
を
求
め
て
通

い
、
師
も
ま
た

弟

子
の
個
性
や
能
力
を
見
極
め
伸
ば

す
こ
と
を
喜
び
と
し
た
の
で
す
。

こ
う
し
て
全
国
に
普
及
し
た
教
育

ヘ

の
欲
求
と
期
待
が
高
ま
り
熟

し
て
い

た
か
ら

こ
そ
、
明
治

の
近
代
教
育

ヘ

の
移
行
が
円
滑
に
な
さ
れ
た
も

の
と

思
い
ま
す
。

※
以
下
の
資
料
は
千
葉
県
教
育
会
編

「千
葉
県
教
育
史
」
に
よ
り
ま
す
ｃ

山
武
郡
の
私
塾
及
び
寺
子
屋
教
育

本
郡
の
他
郡
に
比
し
て
特
有
な
る
は

遊
歴
学
者

の
多
き

こ
と
で
あ
る
。
幕

末
よ
り
維
新
前
後
に
か
け
て
学
者
、

医
師
、
文
人
、
墨
客

の
往
来
頻
繁
に

行
は
れ
た
。
殊
に
東
金
を
中
心
に
し

て
九
十
九
里
沿
海

の
村
里
に
最
も
多

か

っ
た
や
う
で
あ

っ
た
。

こ
の
地
方

は
土
地
も
豊
饒

で
農
家
も
富
裕
な
者

が
多
く
、
海
岸
に
は
、
豪
華
な
網
主

比
処
彼
処
に
少
な
く
な
か

っ
た
。
佐

藤
信
季

（信
淵

の
父
）

の
漁
村
維
持

法
に
も

「
予
遊
歴
中
九
十
九
里

の
豊

饒

に
し
て
、
豪
家
多

く
、
且

つ
雲
済

の
客

を
尊

敬

し
、

飲

食

も
亦

芳

差

（
？
）
な
る
が
為
に
滞
留
三
四
年
、

豪
農

の
網
主
数
十
家

に
交
れ
り
」
と

書

い
て
あ
る
。

こ
ん
な
状
態

で
あ

つ

た
か
ら
他
邦
よ
り
遍
歴
し
た
客
を
尊

敬
し
且
、
飲
食
調
度
共
に
厚
く
歓
待

す
る
の
で
、
客
も
居
心
地
良
く
、
自

然

こ
の
地
に
足
を
留
め
て
遂
に

一
生

を
終
る
こ
と
に
な

っ
た

の
で
な

い
か

と
思
は
れ
る
。
佐
藤
信
淵

の
大
豆
谷

（東
金
町
大
豆
谷
）
に
出
入
す
る
こ

と
前
後

二
十
有
余
年
、
此
処

で
著
作

の
大
半
を
完
成

し
傍
、
地
方
開
発

の

指
導

に
傾
注
さ
れ
、
儒
者
稲
葉
黙
斎

が

晩

年
高

弟

を
訪

ね

て
清

名

幸

谷

（増
穂
村
清
名
幸
谷
）
に
肥
遷
し
学

舎
を
設
け
て
近
郷
各
地

の
子
弟
を
集

め
て
教
育
す
る
こ
と
二
十
年
遂
に
比

の
地
に
終
わ

つ
た
如
き
そ

の
最
た
る

も
の
で
あ
る
。

其

の
外
高
橋

一
庵

の
東
金
に
、
乾
坤

八
、

日
黒
昌
言

の
片
貝
に
、
今
関
壽

郎
、
松
本
英
治
郎

の
武
射

田

（豊
成

村
武
射

田
）
に
、
土
岐
鼎
齋

の
四
天

木

（白
里
村

四
天
木
）
に
、
廣
瀬
史

雄

の
屋
形

（上
堺
村
屋
形
）
に
い
づ

れ
も
他
よ
り
来
り
て
此

の
地
に
定
着

し
帷
を
垂
れ
て
教
学
に
従
事
し
た
。

又
本
郡
出
身

の
学
者

で
そ
の
名

の
著

は
れ
た
る
は
海
保
漁
村
を
首
と
し
、

篠
崎
司
直
、
藤
代
昌
琢
、
鈴
木
養
齋
、

安
川
柳
渓
等
頗
る
多
く
、
各
門
戸
を

構

へ
て
子
弟
教
養

の
任
に
当

つ
た
。

尚
ほ
女
子
教
育
で
は
大
網
町
の
三
木

一

ひ
で
子
の
経
営
し
た
静
渓
学
館
、
作

田
村

（鳴
浜
村
作
田
）

の
作

田
丈
右

衛
門
、
蓮
沼
村

の
朝
香
順

一
郎
、
土

屋
弥
兵
衛
両
人
共
同
の
寺
子
屋
で
生

徒
五
十
名
乃
至
百
名
を
収
容
し
た
る

が
如
き
異
数

の
も

の
も
あ

っ
た
。
更

に
算
学

の
方
面
に
関
し
て
は
自
称
日

本

一
の
名
ぁ
る
五
瀬
是
勝
は
真
亀
村

（豊
海
村
真
亀
）

の
産

で
宿
村

（
正

気
村
宿
）
植
松
家

の
養
嗣
子

（
通
称

英
二
郎
）
と
な
り
、
算
学
教
授
所
を

開

い
て
和
算
を
教
授

し
た

の
で
山
武

一
円
、
長
生
、
匝
瑳

の
地
方
か
ら
青

少
年

の
入
門
す
る
も

の
殺
到
す
る
に

至

っ
た
。

こ
の
他
尚

ほ
遊
歴

の
客

で

は
彼

の
性
学
者
大
原
幽
学

の

一
宮
よ

り
東
金
宿

に
か
け
て
幾
度
か
往
来
し

た
こ
と
や
、
詩
董
梁
川
星
巌

の
夫
妻
、

書
伯
谷
文
兆

の
如
き
も
屡

々
こ
の
地

方

の
富
豪
を
廻

っ
た

こ
と
や
、
算
家

の
剣
持
章
行
、
山

口
和

の
巡
回
教
授

を
な
し
た

こ
と
等
、
此

の
地
方
文
化

の
開
発
上
、
多
大

の
動
績
を
胎
し
た

こ
と
と
思
ふ
。

※
次
回
は
丘
山
地
区
に
お
け
る
寺
子

屋
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

（鈴
木
　
祥
昭

・
丘
山
公
民
館
長
）

一

例
年
に
な
く
早
い

「梅
雨
明
け
」
宣

言
が
な
さ
れ
た
と
思

つ
た
ら
、
西
日
本

・

九
州
で
は
記
録
的
な
豪
雨
。
九
十
九
里

平
野
に
あ
る
東
金
市
で
す
が
、
我
が
丘

山
地
区
は
そ
の
山
す
そ
に
あ
る
地
域
。

市

の
洪
水

ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ

（
二
〇

一

四
年
版
）
を
み
る
と
、
二
四
時
間
雨
量

が
三
〇
〇
ミ
リ
程
度
で
国
道
‐２６
号
線
周

辺
が
浸
水
す
る
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
言
え
ば
、
以

前

は
よ
く
小
野
川

が
氾
濫
し
て
、
水

浸

し
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
が

近
年
は
、
河
川
改

修
も
進
ん
で
、
水

浸
し
に
な
る
こ
と
も
な
く
な
り
ま
し
た
。

二
〇

一
三
年
か
ら
運
用
が
始
ま

っ
た

「特
別
警
報
」
。
五
〇
年
に

一
回
の
天

災
が
予
見
さ
れ
る
際
に
発
せ
ら
れ
る

「警
報
」
で
す
が
、
最
近
と
み
に
頻
度

が
増
え
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
避
難
場
所
や
避
難
経

路
の
確
認
の
必
要
性
を
改
め
て
痛
感
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

（山
河
草
木
）

 `   』E缶重盛


